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人 物 へ の 共 感 を 通 し て 社 会 認 識 を 形 成 す る 社 会 科 授 業 の 構 想
Creating Lesson Plans of Social Studies for Forming Social Cognition
by Sympathizing with Paticular Persons
今日，社会科教育に対して知識偏重であるとか，暗
記主義であるというような批判がなされている。これ
は，教育現場において言語化された知識が重視され，
子どもの認識過程が軽視されていることに起因してい
る。したがって， このような状況を改善するためには，
子どもの思考過程や認識過程を明らかにし，それを大
切にした指導法が構想されなければならない。
そこで，本稿では人間の認識活動に大きな役割を果
たすと考えられるイメージに着目し，イメージの役割
を重視した科学的社会認識形成の方法を構想する。
Ｉ　認識活動に果たすイメージの役割
認知心理学及び教育学におけるイメージ論から，認
識活動に果たすイメージの役割を，次のように整理し
た(1)。
①　 イメージは具体と抽象を媒介し，抽象的概念を認
識させる。
②　 イメージはあらゆる思想過程ではたらき，概念と
の相互作用 によって思考を発展させる。
③　 イメージは喚情性をもち，イメージによって他者
の内面の理解( 共感的理解) が成立する。
以上の３点を視点として，社会科における代表的な
イメージ論を考察した結果，社会科におけるイメージ
論においては，③のイメージの喚情性が見落とされて
いることが明 らかとなった(2)。
イメージの喚情性について，中村和夫氏は次のよう
に述べている。｢感情はイメージを選び出し， 創り出
すのである。だからイメージには多かれ少なかれ感情
的要素が入りこんでいる。イメージのこうした感情的
性格が，逆に，あるイメージを思い浮かべたときに，
私たちに一定の感情が引き起こされる原因となってい
るのである。 イメージの喚价哇ということである。｣(3)
つまり，われわれはある人物についてのイメージを生
成し，そのイメージと自分の経験から生成されたイメー
ジとをつなげることによって，他者の内面を理解する
ことができるのである。そして，このイメージの喚情
性によって他者の内面を理解する能力は，すべての人
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間に備わっているものである。
そこで，イメージの喚情t生を重視し，人間の内面の
理解から科学的社会認識を形成する方法を構想するこ
ととした。
II　人間の内面の理解と科学的社会認識形成
１．科学的社会認識形成の方法
社会科における科学的社会認識とは，社会事象間の
因果関係を表している説明的知識・概念的知識を習得
することである（4）。そして， これは社会諸科学 にお
ける科学的社会認識でもある。そこで，社会諸科学に
おける科学的社会認識の方法を，社会科における科学
的社会認識形成 の方法として位置づけることが有効で
あると判断できる。
社会諸科学おける科学的社会認識の方法は，以下 の
ようになる（5）。
①　人物の内面を理解する理解的方法。
②　社会事象間の客観的な因果関係を理解する分析的
方法。
③　理解的方法から出発し，分析的方法へと至る。
以上の整理から，社会諸科学における科学的社会認
識の方法において，人物の内面を理解することが重視
されていることが指摘できる。また，社会諸科学にお
ける理解的方法は，先に述べたようにイメージの喚情
性によって成立するものであった。したがって，理解
的方法と分析的方法を社会科における科学的社会認識
形成過程に位置づけることが，子どもの認識過程を重
視した科学的認識形成の方法であると考える。
そこで，理解的方法と分析的方法を，それぞれ「共
感」の方法，「分析」の方法と呼び，「共感から分析へ」
の方法による社会認識の深化過程を以下 のように考案
した。
２．「‾共感から分析へ」の方法による社会認識の深化
過程
（1） 「共感」の方法
「共感」の方法とは，人物の内面を理解する方法で
ある。それでは，共感とはどのような場合に成立する
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のであろうか。共感が成立するためには，以下の３つ
の条件が必要である（6）。
①　共感の対象となる人物と同一の，または近似した
経験があり，その経験から得られた知識をもってい
ること。
②　共感の対象となる人物についての詳しい情報が与
えられること。
③　共感の対象となる人物の置かれた状況についての
詳しい情報が与えられること。
以上のような共感の成立条件が整う｡ことによって，
共感が成立すると考える。
次に，人物の内面を理解するということは，具体的
に何を理解することであろうか。内田義彦氏は，社会
諸科学において理解的方法が必要とされる理由につい
て，社会現象と自然現象との相違から次のように述べ
ている。「ところが自然現象と社会現象 が区別される
のは，結果を引き起こす諸力の主体が人間であり，意
志的行動の基礎にはつ ねに，ある意志があり，さらに
その奥にはもやもやした『普通には情念と呼ばれる行
動の内的端緒』があることです。…略（古田）…情念
があるから， われわれは他人の行動を自分にひっかけ
て理解することができますし，またそれができないか
ぎり，観測したものを理 解できたとはいわないので
す。」（7）つまり， 人物の内面とは行動を引 き起こす
「意志」であり， その奥にある「情念」 であるといえ
る。
以上から，人物 の内面を理解することを，「人物の
行動の動機や目的，さらにその奥にある願望や心情を
理解することである」とする。
また，人間の行動は，ある状況下における問題解決
行動であるととらえることもできる。したがって，わ
れわれがある人物になって，その人物の問題解決過程
を追体験することも，共感に含めるべきである（7）。
以上から，社会科における「共感」の方法を次のよ
うに定義する。
社会科における「共感」の方法とは，ある人物
の立場に立ち，人物の置かれた状況や行動から，
人物の心情や願望，動機や目的等を想像したり，
心情や動機等の理解から人物の問題解決過程を追
体験することである。。
（2） 「分析」の方法
匚分析」の方法とは，人間の行為としての社会事象
の原因を社会の側に求め，分析的に追求していく方法
である。すなわち，科学的社会認識である説明的知識・
概念的知識を習得する方法である。この「分析」の方
法については，高根正昭氏の社会科学における問題解
決についての記述をもとに（9），次のように定義する。
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社会科における 厂分析」の方法とは，厂なぜ」
疑問を設定し，追求することによって社会事象間
の因果関係を明らかにしていくことである。
（3） 「共感」の方法と「分析」 の方法の結合
「共感」の方法からは，直接に社会事象間の因果関
係を解明することはできない。したがって，科学的社
会認識形成のためには，「共感」の方法 に続いて「分
析」の方法が準備されなければならない。
そこで，共感の対象人物の行為に対して「なぜ」と
問うことになる。また，個々の人間の行動によって引
き起 こされている社会事象は，個々の人間の意志を越
えた存在でもある。したがって，行為の結果が必ずし
も意図した結果となるとは限らない。そのような場合
には，共感の対象人物の行為の結果に対して［なぜ］
そうなったのかを問うことになる。
以上から，人間の内面 の理解から科学的社会認識を
形成する方法を，「『共感から分析へ』の方法による社
会認識の深化過程」として次のように提案する。
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図１　「共感から分析へ」の方法による社会認識の深
化過程
３。社会科授業実践例の分析
「共感から分析へ」の方法による社会認識の深化過
程の有効性を吟味するために; 次のような分析の視点
を設定し，社会科授業実践例の分析を行い，表１及び
表２に示すような結果を得た（11）。
【分析視点１】
「共感」の方法と「分析」の方法がどのように組み
込まれているか。
表１「共感」の方法と「分析」の方法の組み込まれ方
「共感」の方法のみ組み込まれた事例 25事例
「分析」の方法のみ組み込まれた事例 3事例
「共感から分析へ」の方法が組み込ま
れた事例
16事例
匚共感」の方法，匚分析」の方法ともに
組み込まれていない事例
1事例
計 45事例
［注］　 人物 の内面を取り扱っている（不十分なもの
も含む）と思われる実践を45事例抽出し，分
析の対象とした。
【分析視点２】
「共感から分析へ」 の方法を組み込むことによって，
どのような質 の社会認識が形成されているか。
表２　習得された知識の種類
説明的・
擺節 職聯四謎瞭そ の 他 計
「共 感」の方 法
と 「分 析」 の
方 法が 結 びつ
い た事例
12 ４ ０ ０ 16
｢共感｣ の方法
のみが組み込
まれている事
例
１ 17 ３ １ 22
分析の結果，以下のことが明らかとなった。
①　「共感」の方法と「分析」の方法が結びついてい
た事例は，全体の39％であり，「共感」の方法は必
ずしも「分析」の方法と結びつけられているとは限
らない。
②　「共感」の方法と「分析」の方法が結びついてい
た事例においては，全体の75％で科学的社会認識で
ある説明的知識・概念的知識が習得されていた。
③　上記②における説明的知識・概念的知識は質的に
低いものであったが，「分析」の方法を充実させる
ことによってさらに質の高い説明的知識・概念的知
識を習得させることが可能である。
以上から，分析事例において「共感から分析へ」の
方法を学習過程に組み込むことが科学的社会認識形成
に有効であると判断した。
Ⅲ　「共感から分析へ」の方法による社会認識の深化
過程を組み込んだ社会科授業 の構想
１。匚共感から分析へ」の方法による社会認識の深化
過程を組み込んだ学習過程
科学的社会認識形成をめざす社会科授業論として，
岩田一彦氏の提案する概念探究型社会科の基本的学習
過程がある(12)。これをもとに，「共感から分析 へ」 の
方法による社会認識の深化過程を組み込んだ学習過程
を次のように設定する。
①共感の成立条件→②共感→③実際の行為・行為
の結果→④問題→⑤仮説→⑥検証→⑦まとめ，応
用，新しい問いの発見
①共感の成立条件の段階
ここでは，共感の成立条件となる既有の経験や知識
を確認したり，必要に応じて与えることや，人物及び
人物の置かれた状況についての情報が収集される。
②共感の段階
ここでは，自分の既有経験や知識，人物の置かれた
状況についての情報を駆使して，人物の内面を想像し
ていく。
③実際の行為・行為の結果の段階
ここでは，人物の実際の行為やその行為の結果を知
る。しかし，学習者があらかじめ人物の実際の行為や
行為の結果を知っている場合，また潜入によって人物
の実際の行為や行為の結果が明らかになっている場合
等が考えられるので，必ずしも設定されるとは限らな
い。
なお④～⑦の段階は，概念探究型社会科の基本的学
習過程と同一であるので，説明は省略する。
この「共感から分析へ」の方法による社会認識の深
化過程を組み込んだ学習過程をふまえて，中学校地理
的分野，「中央高地の農業」を本質的因果関係の追求
を中核的内容とした課題学習として構想する。
２，題材と知識の構造
中間地である野辺山が，高原野菜の産地として成長
できた要因として，以下の７点を抽出する。
＜産地にかかわる要因＞
①　夏季の冷涼な気候が，白菜・キャベツ・レタスと
いった高原野菜の栽培に適していた。
②　農家の経営努力によって，高原野菜の生産・出荷
量が大幅に増加した。
＜社会的要因＞
③　高度経済成長による産業構造の変化にともない都
市化か進展し，都市近郊の農業が衰退した。
④　産業の高度化政策と一体となった農政が展開され
た。
⑤　生産流通面における一連の技術的革新や，道路交
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通情報網の整備を中心とする流通条件や流通環境が
改善され，進歩した。
⑥　国民 の所得が向上したことにより，食生活の構造
的変化がおこった。
⑦　 スーパーマーケットを中心とする大型小売店や外
食産業が急速に発展した。
このように，野辺山の高原野菜栽培は， わが国の野
菜の主産地の成立，変化，発展過程を学習する一典型
として位置づけることができる。
以上の現状認識にもとづき，小単元「中央高地の農
業」を設定する。そして，概念的知識を以下のように
設定する。
［概念的知識］
野菜の主産地 は，野菜の生育条件やそれに対する様
様な技術的対応の経済的可能性と，農政及び社会の動
向などに影響されながら，成立，変化，発展を遂げて
きた。
授業では，中央高地の農業の特色とその成立条件を
明らかにするので，単元の本質目標となる説明的知識
及び，下位の説明的知識を以下のように設定する。
［説明的知識］
戦後に開拓された野辺山高原では，夏でも冷涼な気
候を利用して高原野菜の栽培を始め，栽培農家の経営
努力によって生産を拡大してきた。ま‘た，都市化の進
展による近郊農業の衰退，政策及び高度経済成長によ
る社会の変化に影響されながら変化，発展してきた。
［下位の説明的知識］
Ａ　野辺山高原は戦後になって開拓されたところであ
り，気象条件の制約により穀物の栽培ができなかっ
たが，夏季の冷涼な気候が高原野菜の栽培に適して
いたので，換金作物として高原野菜の栽培を始めた。
Ｂ　 野辺山の農家は経営規模の拡大，経営の近代化，
栽培技術の改善や品種の改良，共同出荷体制の確立
などの経営努力に努めたので，高原野菜の生産を増
加させることができた。
Ｃ　国が野菜 の安定供給をはかるための政策を展開し
たので，野辺山では農業 の近代化や大規模化のため
の数々の補助事業が実施され，高原野菜の大型産地
となった。
Ｄ　高度経済成長 は都市化の進展にともなう都市近郊
の農地の減少を もたらす一方，農産物の消費需要構
造の変化をもたらすこととなった。そして，道路交
通網が整備されたことによって，遠隔地・中間地に
も野菜の産地が成立することとなった。
３．「共感から分析へ」の方法による社会認識 の組 み
込み
本授業モデルでは，「共感から分析へ」 の方法によ
る社会認識の深化過程を組み込んでいる。共感の対象
を野辺山を開拓した農家に設定し，農家に共感させ，
農家の実際の行為や行為の結果に対して「なぜ」と問
う「分析」の方法によって，社会事象間の因果関係を
追求させるものとなっている。
そこで，単元における「共感」の方法と「分析」の
方法の位置づけを図２として示し，「共感」 の方法の
社会認識形成に果たす役割を次のように考えた。
＜共感Ａ＞
野辺山を開拓した人々の「野辺山で農業をやってい
きたい。」という願いに共感させる。 そのことによっ
て，野辺山で農業をやっていくには，夏の冷涼な気候
を利用した高原野菜の栽培を始めるしかなかったとい
う行為の必然性が理解される。そして，この行為の必
然性は，問いＡを検証する分析Ａへとつながる。
＜共感Ｂ＞
高原野菜の栽培を始めたが他の作物に転換すること
が困難な状況下での，「高原野菜の栽培を成功させて，
豊かなくらしができるようになりたい。」 という農家
の願いに共感させる。そ して，実際に高原野菜の出荷
量が大幅に伸びているという事実を提示する。この２
つの操作によって，入植から現在までという時間的経
過のなかで，人間の動きである技術的条件（経営努力）
に目を向けさせ，問いＢを検証する分析Ｂにつなげる。
＜共感Ｃ＞
野辺山の農家は，経営規模の拡大，経営の近代化に
よって，高原野菜の生産量， 出荷量をよ勍［1させてきた。
しかしそのために，農家 は多大な投資を余儀なくされ
てきた。そうした状況のなかにいる農家に共感させる。
そして，集出荷所の多額の建設費や農業機械の価格を
提示する。そうすることによって，経営規模の拡大，
近代化には農家や産地以外の大きな力がはたらいてい
ることに目を向けさせ，国の政策が大きくかかわって
いることを検証する分析Ｃにつなげる。
以上，本小単元において，匚共感」 の方法 が社会認
’識形成に果たす役割について説明した。しかし，共感
の対象を野辺山を開拓した農家としたことによって，
分析の視点が農家及び産地にかかわる条件に限定され
てしまう。つまり，共感が農家や産地という枠の外に
ある社会的条件の追求にまではつながらないのである。
そこで，より本質的な原因であると考えられる社会的
条件まで追求させるために，分析Ｃにおいて習得され
た説明的知識Ｃから，社会的条件を追求していくため
の問いＤを生み出す。そうすることによって，野辺山
が高原野菜の一大産地として成立，発展してきた本質
的な要因を明らかにすることができると考えたのであ
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皿 はど以 哺 だ た劬1 〉
･l繃 まで不 帥 地であった野辺山高瞋は,Ｉ
毳 鮫窗 囃 の打開と戦 賭 の収容という
政聡 ）一環として開励 鰤5 られた。
＜渕 硲鴇 人々はどのようなくらしをして
いた吠 ろう圦 〉
･厳しい自然剃徊 もとで,苦しい生活を送
ら匐畑 詢 ら堋･ つた。
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１ １
< 冐 膠 揉 の栽培を始めたとき， 農家の人 だ
ちはどんなことを思っただろうO 〉
・これで農歙F 生活していくめどが立 つたか
らあと 叫 圦 を多くして; 今 の生 活から ぬ
け出した叺
･野菜づくりl垢 まったばかりだから， こ れ
から頑 謾ってい力略け挧 拡 らな叺
･野菜をたくさん作って, 売って，少 しで も
収入を増やした叺
･ 行為鷹 果
１
‐
?
‐
?
｜
I I
1＿
Ｌ １ ！
< これ節 匝 顯 です叭 〉
･集出所i とそのl軸こある予冷庫瓦
＜この鼈 妓 つくるのに２億5 千万円
もの費用がかかったことを匈ﾉ る｡〉
くl 踪 の擽 りこ対 する投資額 は，1 戸
あたり纐000 万円であることを 告げ
②屡C
< 農業刪絢こ多糘)お金を使っている
のに 君達だったら集出荷予冷施設
をつくるためにお金を出す觜 〉
･出動 哥 収なり，よい状態で野菜
洲 場 こ届くのだから多少お金がか
かってり扠劼 増 齡 るのであれば，
お金を皀すO
･農徊鸚 こたくさんのお金を使わな
ければならないし っくったからと
いって必列叺力唏加する保証がな
いから,お金{圸 したくな叺
･ 行為の結果
く甄 汕 ではどのような施設がっくら
れきたのだろう圦 〉
･ 昭佃2 年力ら数々 の事勦 嗅 施され
てき尨
分析C 一一
(肌 扣)
昭随2 年から,多楾)費用が必要な
施勁 枷 揃 にっくられるようになっ
たのはな価 も
< 多額罎 用がかかるのに， いろいろ
な鼈 鄒 つくられたのはなぜかを予
想してみよう,〉
･写難 見ると,ＣＯ事業と書いてあ
るから 励iお金を出してくれたの
ではないだろう衂 だから，農家の
負担も軽くなり，つくっていったの
で訪 いだろう翫
(賻証
< 国出966 峭 こ野 饂 金 郎枝 定 法と
いう法律をつくりました， どんな法
律でしょうO 〉
･ 国は野似 安 な 給を図 る必 要から
昭佃1 烱 こ「頸 肚 湟出荷安 定法」
碎 定 し尨
啗 菜･ キャベツ・レタスの指定 産地
に指定された喫 缸陌 は， 農業 の近
閃 匕 刈 謝 吻 ための数々 の事業
力佻 施され鷂
二社 侫 職 阡 位喝 挧 均知C) ＝
喫 汕 は部 局 菜翊 諚 産地 に拑定
されたので, 農業近代化のため の数 々
の團 卵 勦 使 施され 高 原野菜 の大
Ｉ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ． ＿
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Ｔ一一Ｊ 析Ｄ 一一 一 一 一 一一一一' I
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‘ 鴎 脯（問いＤ）
庫 卵 陝 如 痍 餉）ための法律を
つくり,襭 膝 樂を実施したのはなぜ
叭　　　　　　　 ’
(譲 説
< 灣朏こついで予想してみよう〉
･農家がどんどん減ってきて，野菜が
利乱 だ力ら ではないだろう叭
(皿E
く1 駄 日本のcn 豹 まどのように変ｂつ
ただろう叭 〉
＜工黥 ）碯l こよって; 産業や国 民の
生 活は どのよう に変 わっただろ う
叭 〉
･洶 妲 巓 晦 こともな い産業 構造が
齠 とし､ 鄒 勵 旆 猫 され都 市近 郊
の農黝 喩 退していっ瓦
･議 鰯 成駒 こよって 風民銛 が変
化じ 頸 靫 ）消 蘇 謖 楠造力崚 化 し
た。
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②臈 Ａ
↓
< 耶 胎 に刃 飢丿 圦 たちは どんな ことを
考えただろう衂 〉
･4 括 も苦しいし 隠 汕 進まな いから， 開
拓をやめてどこ力八移りだ叭
･農業をやる気でλ鎭したのだか ら， ここで
とにかく力帽f ろう。
･米や悛は栽培できないかもしれな いが， 他
に泰培できる作物6 あるのだか ら， そうい
うf鴇 を滋培して農3鴕 生活していきた いO
･ やめたい力档 こ行くところもない から， と
にか くここ榻 鉐 して農業をやってい くし
かな叺
鴎 勝7)行為･ 行為耀 屎
< 現舷 苟辺山はどうなっているだろう圦 〉
･現舷 郭 詼丿騨 は 躍 野菜の一大産地
となり，人々のくらしも勤 にヽなっ圦
７一 分析A －“－一 一一一一一
卯 髓( 降 吭)
野辺1 μ)人たちが白菜やキャベツ， レタ スと
いっ娟 謬 除) 稍 を始めたのはな価 も
⑤厰
< 灣 諂こついて予想してみよう｡ 〉
･野辺 』 1擾 でも冷涼な気候であり， 穀物の
耨 韶 で きな隧 そこで, 野辺山 で農業 を
やっていくには夏 の間に栽培で きる作物を
匐 計 るしかなかったのではない力も
･夏に廊 両 菜を徽 培すれ繻 高く売 れて も
うかると考えたのではない力も
≪白菜やキャベツ，ﾚﾀｽ といった高 原野菜
はどのような気 候があっているの瓱 〉
＜高 弼 菜は卵 ）f愉 と比⌒ぐてもうか るのだ
ろう劔 ＞
･ 野辺 嶋 原 の夏 の気靤 亠 自 菜･ キ十勺･
レタスなどの狄原 藻 孀 油 こ適してお り，
換釘 物 として鞭| 陌あっ尨
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< 郢z 仙 では気 飼こあった削 耻 して， 高原
野御 ）栽培を始め劼1, 生産量 はどのよ う
に変化してきたのだろう衂 〉
･ 呼m5 年力ヽ ら54 稍 こ力Mﾅ て出端 助 吠 幅 に
f椏 ているo
圜 いB ）
取 甌 仰 調聊)断朦を伸ばすことが
で飲 の助 甘ごろう圦
< 】司翻こついで 予想してみよう, 〉
･ 階 石によって辯を増やしていったので| 懦
い叺
･ 新しい圏 鮫 入れ石 開 屁 進め たり，生
産畦を高めたのではないか，
･諄 梢 牋 をたくさん使って， 収穫量を 増
やしたのではない圦
(以下略)
礁iE
く菎 叙 〕人たちがどのような工夫 や努 力を し
た劬 絛 かめてみよう。〉
･叛 抬 でl廠 営縺 難 倨大 することによ っ
て; ４ 鄰a･ 出剋 旧 翫] させた。
･曝 覬 即) 拡大にとも尓 栽 械化 を進め，
頑 黼 こよる調 野靭 鳰 鵺 勵 絎 っ
ている。
･畜産と野菜栽培を 絹み合わせ ることによ
って, 地力の衰え や連作障害を 防いでい
る，
･壽 訪 訟 攻 善と省力炮 こよって， 野菜 の
墻 勍 何 能となっ瓦
･品腫を組み合わせて栽培する ことによ って
収籘顋皖 化を図っている。
･遺線 冏 随 こより，トラック輪 送が 行わ
れるようになったので集出荷所を建 設し，
予冷をしてから輦 蟀 で葷| を輸 送してい
る，
< 郢 狙 函 嶇 両 脚) 産 地とな ること
力句 きたのはなぜだろ うか。 まとめ
てみよう｡ 〉
野辺 山 は夏 で も冷 涼 な 気 候 な
ので ，平 地 で は 秋 か ら 冬 に か け
て栽 培 さ れ る高 原 野菜 を ， 夏 に
栽 培 す る こと が で き た。 ま た ，
戦 後 ， 日本 の工 業 が急 速 に 発 展
し た こ と か ら， 都 市 に 人 口 が 瞿
中 し て 都市 近 郊 の 農業 が 衰 退 し，
国 民 の生 活 も変 化 し て 野 菜 に 刔
す る 需 要が 高 ま っ た。 そ の た め
に 国 が 法 律を 制 定 して 野 菜 の 産
地 を つ くろ うと し た。 そ し て 野
辺 山 の人 た ち は,･ 国 の 補 助 の も
と に 農業 の近 代 化 の た め の 努 力
を 続 け， 交 通 も発達 し て き た の
で ， 野菜 の産 地 と な る こ と が で
きた。
( 説 明的 知 議)
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野辺如瓏 家は経坿 顧の階札 経営の近
北 皿 法や販売 工
こと力七 き芻
野辺1洶亰では，夏で臈 涼な気候力塙 原
高原隋 哺 培を始め尨
図２ 単 元 の 構 造
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る。
以上，イメージの喚情性を重視し，人物への共感を
通して科学的な社会認識を形成させる方法を提案した。
この提案を実践の場で検証していくことが今後の課題
である。
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